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として解釈する傾向があったと考えられる。対して津田は古代における隷属性を最初から前提する立場になかった。
それは、階級闘争史観から離れることができたためであった。
                                                          
i 前掲、二宮「戦後歴史学と社会史」（前掲、歴研編『戦後歴史学再考－「国民史」を超えて』、2000）p. 127. 
ii 西川長夫「戦後歴史学と国民国家輪」（前掲、歴研編『戦後歴史学再考－「国民史」を超えて』、2000）p. 79. 
iii Barthes, R. “La mort de l’auteur,” Manteia, V, fin 1968（花輪光訳「作者の死」；『物語の構造分析』みすず書房、
1979、p. 81.） 
iv 津田左右吉「わたくしの記紀の研究の主旨」（歴史教育研究会編、『歴史教育』7 巻 5 号、1959）p. 1. 
v ヘイドン・ホワイトは史家の仕事について以下のように言う。 
It is sometimes said that the aim of the historian is to explain the past by “finding,” “identifying,” or 
“uncovering” the “stories” that lie buried in chronicles ; and that the difference between “history” and 
“fiction” resides in the fact that the historian “finds” his stories, whereas the fiction writer “invents” his.  
This conception of the historian’s task, however obscures the extent to which “invention” also plays a part 
in the historian’s operation.  （White, H, Metahistory : The Historical Imagination in Nineteenth-Century 




宮は、ロジェ・シャルチェがその書物の文化史（Chartier, R. L’ordre des livres-lecteurs, auteurs, bibliothèques en 








と切っても切れない関係にあった「歴史科学」としての戦後歴史学（Anderson, B. Imagined communities : reflections 
on the origin and spread of nationalism, 1991．〔白石さや・白石隆訳『想像の共同体：ナショナリズムの起源と流
行』NTT 出版、1997〕）がどのように日本という国家を想像していたかを本論で論じることを意味する。またこの
ような想像力が何を生み出したかということを論じようとする意図をも込めている。 
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ば、家永三郎『津田左右吉の思想史的研究』（1972 年）などの戦後史学からの－を検討し、津田の影響力を考察し
た労作であり、津田左右吉の「実像」の全体像がかなり鮮明に浮かび上がった論文である。構成や叙述の仕方で工夫
があればと思わせるところもなくはないが、それは、本論文の価値を損なうものでは全くない。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
